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1. 研究の⽬的
作⽂指導において︓問題箇所の指摘だけでなく、個⼈の誤⽤
の傾向やクラス全体に共通する問題を把握することは重要

⾃⾝が指導する学習者の作⽂の分析、研究（楊帆2014他）
→⼿作業で多⼤な労⼒を要する
⼤量の学習者の作⽂データをコーパス化（I-JAS他）
→個々の学習者の傾向を把握した指導には⽣かせない

指導中の学習者の作⽂に⾒られる誤⽤を分析し、
その結果を作⽂指導に活⽤する。またその効果を検証する。

2. ⽅法
ツール︓⽇本語分析システムCo-Chuを活⽤

⾃らが集めたオリジナルデータを取り込み、⽬的に応じて
タグを付すことで、誤⽤など⾒たい箇所の分析が可能なツール

対象︓交換留学⽣(JLPT N2レベル)4名（学⽣A,B,C,D）の作⽂
「指導前」32件(8件×4名)、「指導後」24件(6件×4名)

実践授業︓「⾮⺟語話者のためのアカデミック・ライティング」

表1「アカデミック・ライティング」の授業概要

ここまでの作⽂から誤⽤傾向を⾒いだして⽰した
誤⽤の分析⽅法︓

作⽂に⾒られる全ての誤⽤にメタ情報としてタグを付す
｜適切な語形｜（タグ種目 実際に用いられた語形：タグメモ）

例︓原⽂ ︓中国で曖昧表現はほとんどないが、
タグ付 ︓中国語｜に｜（誤 で︓助詞で）曖昧表現はほとん

どないが、

「誤⽤」の「誤」 助詞「で」の誤⽤であることを⽰す

誤⽤の種類は全部で18種類に分類
「ねじれ⽂」のような⽂レベルの誤⽤は別途メタ情報として付す

3. 学⽣への指導
「指導前」32件の作⽂から学⽣ごとに種類別に誤⽤を検索

↓
誤⽤傾向を⾒いだして指導する項⽬を決定（表2の⻩⾊）

↓
指導シート（図１）を作成し、シートを⽰しながら以後作⽂を書

く際に気をつけるように指導

図1 学⽣Aと学⽣Ｃの指導シート

誤⽤例は全て、各⾃の作⽂中
に出現した実例を使⽤

4. 結果

表2 指導前の作⽂に出現した学⽣A,B,C,Dの種類別誤⽤の数

表3 指導後の作⽂に出現した学⽣A,B,C,Dの種類別誤⽤の数

＊書︓書き⾔葉のルール違反、敬︓敬体にしている、体︓だ・である体ができていない、SV︓補助動詞

1） 指導前と指導後の誤⽤数

⻩⾊ハイライトが指導した項⽬

指導前と指導後の誤⽤数の差を「指導項⽬」と「⾮指導項⽬」
についてt検定を⾏ったところ有意差が認められた
（指導前後の誤⽤数差の平均値︓指導項⽬,.49％,⾮指導項⽬,.01%(3)=13.35,p=.001)

2） 学⽣の意識

授業終了時のフォローアップインタビューから（「誤⽤の指導」に関するもの）

・「助詞脱落・書き⾔葉・時制」に特に注意した（Ａ）
・「だ・である体」を厳しく気をつけ、書いた後に確認した（Ｂ）
・「助詞に・助詞で」を書く時に必ずよく考えて書いた（Ｃ）
・「書き⾔葉」は⼀覧表を覚え、忘れたものは確認した（Ｄ）
・作⽂を書く時「指導シート」を確認しながら書いた（全員）
・作⽂を書いた後に、何度も⾒直すようになった（全員）
・「時制」「語選択」の誤⽤は減らない、直しにくい（全員）

図2 授業終了時のアンケート（左上から時計回りに学⽣ABDCの順）

授業終了時のアンケートから（「誤⽤の指導」に関するもの）

・書き⾔葉を使うことを意識した（全員）
・どんな間違いをしているのかがよくわかった（全員）
・指導シートに誤⽤の例⽂があってわかりやすかった（A,Ｂ,Ｃ）
・書き⾔葉と話しことばを意識するようになった（Ａ,C）
・誤⽤が減った、進歩した（B,D）

指導された項⽬ 「誤⽤指導」に関する記述

各⾃が指導された誤⽤項⽬を意識し、書いているとき、書いた後
にも気をつけるようになった

付記：科学研究費（課題番号18K00723）の助成を受けています。
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5. まとめ
Ø ⾮指導項⽬と⽐べ、指導した項⽬について誤⽤を減らす⼀定の

効果があった
Ø 授業後のアンケート、インタビューから、各⾃が間違いやすい

項⽬を明確に意識したことがわかった
Ø システムの活⽤により、学⽣個々⼈の誤⽤傾向を容易に把握で
きたことから、作⽂指導に活⽤できる可能性が窺える

Ø 「語選択」「時制」など、気をつけるだけでは減らせない誤⽤
については、効果的な指導法を探る必要がある

https://chunagon.ninjal.ac.jp/static/ijas/about.html

